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渡辺麻里子氏 博士（文学）学位請求論文 
論文題目『中世における談義書の研究―天台僧尊舜の著作を中心として―』 
審査報告要旨 
 
 本論文にいう「談義書」とは、「直談抄」とも通称する仏家における講義用の書物である。
近年の日本文学研究においては、こうした仏教資料を出典研究資料として利用する傾向が
著しく、成果も上がっているが、その資料性を確認せぬままに利用する安易な傾向も一方
で生じている。申請者である渡辺麻里子氏はこのような傾向になずむことなく、本学文学
研究科日本文学専攻博士課程において、一貫して中世関東圏における談義書の書誌的・文
献的研究を行ってきた。今回提出した学位申請論文も、氏のこれまでの研鑽の成果である、
全国的な学会誌や仏教教学誌に掲載された１３本の既発表論文を根幹としている。 
   本論文の構成は、先行研究の紹介と論文の趣意を述べた序と、全六部の本文とから成る。 
序文では、日本文学における仏書を利用した研究の成果と問題点、および歴史学・仏教
学における近年の研究とが簡潔に述べられ、この研究が資料的にはほとんど前人未踏の分
野であること、中世関東における天台教学が、中古天台の仏教的知識の集成の上に成り立
っていること、「談義書」に集約される天台教学の体系化と分析が、中世における知識の解
明に不可欠の作業であることが主張される。こうした主張に沿って、渡辺氏は、室町後期
の常陸国月山寺等にあって、同時代の天台教学を領導した尊舜の著作研究を行うのである。 
 第一部「談義」・「直談」考」は、全二章から成る。「直談」の語に両義がある一方で、
従来の日本文学研究者が、説話性の豊富な仏家の言談の意味に誤用する現状を指摘し、そ
うした誤用を避けてあえて「談義」という言葉でこれらの言説を把握することを説き、「談
義書」のうち、本論文の研究対象の一つである『鷲林拾葉抄』を中心とする諸書の記事の
位相を把握する。そして書物ごとに内容には千差万別があるにも関わらず、従来は「直談」
と誤称して安易に一括把握してきたことの問題を指摘する。 
第二部「尊舜の学問形成」は、全三章から成る。尊舜こそは、渡辺氏の注目する室町後
期関東を代表する天台教学の指導者であり、その影響は広く全国に及んだという。しかも
その事績・著述目録には不審点が少なからずあり、一方豊富な関連資料もあって、今や好
個の研究対象なのである。第一章では、尊舜の事績は四期に分かたれ、月山寺での修行時
代、信州津金寺で学頭として活躍した青年時代、月山寺住職として後進を指導した円熟の
時代、常陸国千妙寺で著述に専心した晩年期と、諸資料を駆使してその生涯を解明する。
また第二章では尊舜の著作と書写活動を克明に分析し、著作の同定作業を行った上で、六
点に上る新発見の著作、十二種に及ぶ新発見の伝本を紹介する。そして尊舜が『法華経』
研究を主体とする天台三大部系の著作の大成者であること、同時に密教系の学問にも精通
していたことを明示する。さらに尊舜の活動拠点であった月山寺の所在を、現在の茨城県
西茨城郡岩瀬町西小塙ではなく、その西方の磯部に確定し、その周辺に数々の談所（学問
寺）が蝟集していた事実を指摘する。 
 第三部「『尊談』の世界」全三章は、尊舜の談義書を代表する『尊談』の研究である。す
なわち『尊談』の概要を紹介し、同人著作に『尊談』と題する二種類の書物が存在するこ
とを明らかにし、諸書を博引旁証する中でもとくに伝忠尋著作『七百科条鈔』の引用例の
分析を通じて、『七百科条鈔』の関東における享受の実態と尊舜の学問的態度を論じる。 
 第四部「『鷲林拾葉抄』の世界」全六章は、尊舜晩年の『法華経』談義書である『鷲林拾
葉抄』の総合的研究である。後進の指導書としての同書の特色と出典考、新たに発見した
重要な伝本である檀王法林寺本の識語の分析による諸本比較、『鷲林拾葉抄』とその影響下
にある『法華経直談抄』の出典引用態度の比較、『鷲林拾葉抄』所引連歌の紹介と関東文化
圏における尊舜の位置付け、学友で尊舜学説の影響下にあった武蔵国川越仙波談所の僧、
実海の『轍塵抄』との内容比較と実海の学問的態度の解明、檀王法林寺本の伝来に見る関
東以西の地での『鷲林拾葉抄』享受の実態などが論じられる。 
 第五部「尊舜の教説」全三章は、尊舜学説の総合的研究である。成仏以前の菩薩行であ
る入重玄門説に関する尊舜教説の分析を通じて、尊舜が先学の教説の集大成を志していた
ことを実証し、その思想的特色とされる神本仏迹説が、実は関東天台教学の通説で、叡山
を霊鷲山に擬する発想と一体であったとする。また尊舜の狂言綺語観＝文学観を取り上げ、
『尊談』所引「神達御返歌」が、当時通行の仮託書により、和歌・『法華経』一体観を標榜
したものであったことを論じる。 
 第六部「談義所の交流―本と人とをめぐる―」全二章は、談義所・談所と呼ばれる中世
の学問拠点における人的交流と書物の伝来の実態を解明する。すなわち近江国成菩提院第
二世の慶舜の事績研究を通じて、実海『轍塵抄』に影響を与えた『衣内抄』が慶舜著作で
あったことを論じ、さらに転じて、室町中・後期の間に、天台学僧より日蓮宗に転じた俊
秀、日朝・日意両名の事績研究と教学交流の実態を紹介する。 
 以上のごとく、渡辺氏の論文は、氏が自ら博捜した新資料に支えられながら、中世後期
における仏教教学の実態を分析・紹介し、中古以来の知識の再編・集成期としての室町時
代の文化史的意義を明らかにするものであり、その実証的で手堅い学問的方法と導き出さ
れた結論とは、近年の日本文学研究における新しい傾向を代表するものとして、高く評価
できる。ただしその研究対象は膨大であり、尊舜著作の網羅的把握、著作内容の徹底分析、
出典考証などの点で、課題はすこぶる多い。申請者には今後いっそうの努力と精進が求め
られねばなるまい。 
本論文を、早稲田大学における博士（文学）の学位に値するものと判断する。 
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